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北海道南方沖における大規模海底地震観測から得られた地震活動と 3次元 P波速
度構造 

Seismicity and P wave velocity structure deduced from ocean-bottom seismographic 
observation in the south off Hokkaido region 
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我々は北海道日高衝突帯付近の海域の微小地震活動を明らかにし、トモグラフィー法により地下構造を推定す
るため、1999 年に北海道南方沖で海底地震計による自然地震観測を行った。その結果、浦河沖の深さ40～50km と
1968 年十勝沖地震の余震域のマントルウェッジ内で微小地震が頻発していた。また、千島海溝より沖合の海溝軸
近傍でも、微小地震活動が認められた。トモグラフィーの結果からは、北緯 42.4°付近の日高山脈南西部直下にお
いて、東北日本弧の地殻と思われる北東下がりの低速度帯（約6km/s）が確認でき、東経143.8°付近の深さ約 20km
では千島弧の下部地殻が delaminate している様子が得られた。 

 
 
１．はじめに 
 日高山脈付近では、西進する千島弧と東北日本弧との衝突により、前者が後者に乗り上げるという大規模な

衝上断層構造を成していると考えられており、さらに太平洋プレートが南から沈み込むという複雑なテクトニクス
を呈している。それゆえに地震活動は非常に活発で、なおかつ地震のメカニズム解には様々なタイプがあることが
知られている。この地域のテクトニクスを明らかにするためには、地殻・上部マントルの構造を海域まで含めて 3
次元的にイメージングすることが必要である。また、この地域では主に海域において大地震がしばしば発生してお
り、周辺地域に大きな被害をもたらしてきた。そのため、海域における微小地震活動と速度構造との関連を調べる
ことは、大地震の発生ポテンシャル等を明らかにするためにも重要である。 

 そこで、我々は陸域では検知できない海域の微小地震活動を明らかにし、トモグラフィー法によりこの地域
の地下構造を推定するため、1999 年 6 月から 10 月にかけて、北海道の太平洋側、胆振支庁から釧路支庁沖にわた
る海域に 22 台の海底地震計を展開し、自然地震観測を行った。この観測は、日高衝突帯の複雑なテクトニクスを
理解するために、同年 6 月から 2 年間の予定で始められた海陸合同観測の一環として行われた。 

 
２．データおよび解析法 
 まず、1 次元速度構造を仮定し、海底地震計のデータのみを用いて震源決定を行った。その結果、1999 年 8

月 7 日～10 月 4 日の期間に、北緯 40.5°～43°、東経 141°～146.5°の領域で 396 個の地震の震源が決定された。そ
のうちの 99 個については、北海道大学、東北大学および弘前大学の陸上の定常観測網でも震源決定されていたの
で、海底地震計のデータに陸上の観測点でのフェイズの読み取り値を加えることによって、震源の再決定を行った。 

 次に、この 396 個の地震に、8 月 7 日～9 月 30 日の期間に同じ領域で陸上の定常観測網のみで震源決定され
た 165 個の地震のフェイズの読み取り値を加え、Zhao et al.(1992)による地震波トモグラフィー法を用いて、P
波速度構造を推定し震源の再決定を行った。解析に用いた走時データは、P 波が 5939 個、S 波が 4610 個である。 

 
３．震源分布 
 浦河沖ではマントルウェッジ内の深さ 40～50km を中心として震源分布の集中が見られ、浦河沖よりも南方の

海域においては、陸の観測網だけでは検知できない微小地震がやはりマントルウェッジ内で頻発していた。この領
域は、1968 年十勝沖地震の余震域に相当し、およそ 30 年経過した現在もなお地震活動が高いことがわかった。ま
た、千島海溝より沖合の海溝軸近傍でも、微小地震活動が認められた。 

 



４．Ｐ波速度構造 
 トモグラフィーの結果からは、北緯42.4°付近の日高山脈南西部直下において、東北日本弧の地殻と思われる

北東下がりの低速度帯（約6km/s）が確認でき、東経 143.8°付近の深さ約 20km では千島弧の下部地殻が delaminate
している様子が得られた。このような構造は海域でははっきりしなくなるが、日高山脈下の低速度領域は北緯41.6°
まで伸びているようである。また、1982 年浦河沖地震(M7.1)の震源直下に、顕著な低速度領域が見出された。こ
こでは、定常的に微小地震が頻発していることがわかった。 
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